
新日本史入門  (第6回 ) 2010年 6月 26日

摂関政治と国風文化

1,律令体制の変質と摂関政治

①東アジア世界の動揺-9C後 半から10Cの 対外関係

*新羅との関係の悪化―新羅海賊船事件―神国思想 【資料 1】

→遣唐使の中止 (894)
*諸国の興亡

唐の滅亡 (907)→ 宋の建国 (960)
新羅の滅亡 (935)→ 高麗

渤海の滅亡 (926)→ 遼 (契丹)

②延喜の国政改革と田堵の登場

*9C後 半―律令に基づく支配の行き詰まり

現実的な政策で克服←前回の「富豪百姓」と「国例」など

政治路線をめぐる対立  藤原時平と菅原道真

*延喜の荘園整理令 (902)一 最終決着…時平の主導 【資料 2】

班田制、戸籍・計帳に基づく支配などの放棄

六国史・皇朝十二銭 。格式など国家事業の終焉 【資料 3】

宇多 。醍醐の時期、摂関不設置一延喜 。天暦の治 (天皇制史観 ?)

*藤原忠平の改革―土地支配への転換

すべての耕地を「公田」に

公田を田堵 (富豪百姓)に請け負わす (耕作と納税)← 「国例」の実質化

「負名」 (ふみょう)【 資料 4】

荘園一公田を 1枚 ごとに免除 (免 田=不輸権)→領域性は弱い

③武士の登場と職能

*承平・天慶の乱

平将門―桓武平氏の関東土着 【資料 5】

935:一 族間の所領争い→ 939:関 東を制圧、「新皇」を称す

→ 940:平 貞盛 。藤原秀郷らに敗北

藤原純友―伊予国の国司 (3等官)

936:反 乱 →大宰府などを襲 う→ 941:源 経基らに敗北

鎮圧者一族が武士として登用される   平貞盛=伊勢平氏 源経基=源氏の祖

追捕使・押領使、のちに検非違使→大武士団ヘ

*問題は、なぜ将門一族は関東に土着したのか ?

*武士の職能    【資料 10】

騎射と合戦
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④摂関政治の展開

*藤原忠平―朱雀天皇の摂政 。関白

*安和の変 (969-源 高明の排斥)以後、摂関常置ヘ

*藤原道長の権力掌握―摂関政治全盛の時代ヘ

旧来の「政所政治論」は否定→太政官政治 :陣定

⑤地方支配の強化と抵抗

*地方支配を国司に一任→国司 (受領)の権限の強化

成功や重任 (売官)、 逢任国司

「受領は倒る所に上をもつかめ」 (『今昔物語集』)【 資料 6】

*国司苛政愁訴闘争の頻発一代表 :「尾張国郡司百姓等解」(988)【 資料 7】

2,国風文化

①国風文化の繁栄

*前提 :9C後半、新羅問題→排外主義・神国思想 【資料 1】

承和の遣唐使

―一→日本への関心 。本朝意識 【資料 8】

日本的知識の集成   ・菅原道真『類衆国史』、源順『和名類衆抄』など

漢文による初級教科書 。「口遊」「三宝絵」。「日本往生極楽記」(慶滋保胤)

*かな文学の隆盛

・和歌=「古今和歌集」。「六歌仙」

。物語 。日記・随筆=「源氏物語」。「土佐日記」。「枕草子」

。書道=三蹟

②浄土信仰の広がり

*背景 :都市生活にともなう飢饉・災害・戦乱←消費を主とする人びとの恐怖

末法思想の流行 (1052年、末法へ、正法・像法・末法)

*展開 :10C中頃、空也の布教―念仏

1lC後半、源信『往生要集』→日本的価値に基づく教典の集成

慶滋保胤 「日本往生極楽記J

*浄土教芸術

阿弥陀堂建築=平等院鳳凰堂、

阿弥陀如来像=定朝様式・寄木造

来迎図=高野山聖衆来迎図

③平安時代の生活文化

*排外主義と本朝意識→ 「うちむきJの政治

先例を重んじる風潮→儀式書=日 本的年中行事・日記

「年中行事障子」 (藤原基経、 9C末 )、

「九条年中行事」 (藤原師輔、 10C中 頃、

「小野宮年中行事」 (藤原実資、 1lC前半)

日本独特の価値観=触械思想→ 「血の機れ」=「非人」、女性差別 【資料 9】
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【資料11『 日本三代実録』貞観11年 12月 14日条
【資料 2】 「延喜荘園整理令」官符一覧
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【資料3】 「六国史」「皇朝十二銭」一覧

延喜 2年 3月 12日 ・ 13日 太政官符の内容

班田を勤行すべき事 (13日 )

田租は穎 (稲の穂)で徴するを禁止すべき事 (同 前)

取
皇色曇讐釜象言農視最生を仮りて荘家と号し,稲穀物を貯積す

るを禁断すべ き事 (同前)_………′             _~畠

税義告ぉょび王臣家,論鸞鼓綬を占固するを禁制すべき事 (同

前)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

名 称 鋳 造 年

勢星霧菫
神功開宝

咋舌養寄
富寿神宝

承和昌宝

長年大宝

箋鰐

貞観永宝

寛平大宝

筵彗銘釜
筆:晃実螢

708(禾口£日ラモ)

760(天平宝字 4)

765(天平神護元)

796(延暦15)

818(弘仁 9)

835(承和 2)

848(嘉 祥元)

859(貞観元)

870(貞観12)

890(寛平 2)

907(延喜 7)

958(ラ【夕恵2)

▲皇朝十二銭

日本番紀

続日本紀

日本後紀

続日本後紀

日本文徳天皇実録

日本三代実録

斐袋I檀蟹嚢量 |::1睫誓島;重 :看蛋
1 
警舎誓言?藤原磁縮ら

[酷美冒
和天皇

 |ll:1詈理l;軍 1僣黒1 菫層貰留
'藤

原暮彊ら
清和～光孝天皇 1901(延喜元)年 ・醍酬 1 藤原峰撃・菅原道真ら

書    名 1巻数
|

記載 内容  1  完成年・天皇  1  撰  集  者

文徳天皇 879(元慶3)年・陽成 1 藤原基継ら

▲六 国 史



【資料 10】 「新猿楽記」第2の娘 【資料 4】 「新猿楽記」第 3の娘【資料6】『今昔物語集』
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二
平
茸
ノ
多
ク
生
タ
リ
ツ
レ
バ
見
棄
難
ク
テ
、
先
ゾ
手

ノ
及
ビ
ツ
ル
限
り
取
テ
、
旅
籠

二
入
レ
テ
上
ツ
ル
也
。
未
ダ
残
リ
ャ
有
ツ
ラ
ム
。
云
ハ
ム
方
ナ
ク
⑩
多
カ
リ
ツ

ル
物
カ
ナ
。　
極

キ
①
損
ヲ
取
ツ
ル
物
′カ
ナ
。　
極

キ
損
フ
取
ツ
ル
心
地
コ
ソ
ス
レ
ト
云
ヘ
バ
、
郎
等
共
現

二
◎

御
損
二
候
ナ
ド
云
テ
、
其
ノ
時

ニ
ゾ
集
テ
散
卜
⑩
咲
ヒ
ニ
ケ
リ
。
守
、
僻
事
⑭
ナ
云
イ
ソ
。
汝
等
ヨ
宝
ノ
山
ニ

為
ガ
刊
ガ
駅
フ
別
３
ヨ
Ｕ
誉
劉
７‐
倒
働
Щ
ォ
ス，

ノレ‐
。
ヵ
紀
町
①

ハ
倒
ル
所

二
土
ヲ
脇
メ
①
ト
コ
ン
云

ヘ
ト
云
ヘ
バ
、

長
立
タ
ル
御
日
代
①
、　
心
ノ
内

ニ
ハ
極
ク
悟
シ
ト
思

ヘ
ド
モ
、
現

二
然
力
候
フ
事
也
。
（中
略
）
ナ
ド
云
テ
ゾ
、

忍
テ
己
等
ガ
ド
チ
咲
ヒ
ケ
ル
。
此
レ
ヲ
思
フ
ニ
、
然

許

ノ
事

二
値
テ
、
肝
心
ヲ
迷

ハ
サ
ズ
シ
テ
、
先
ヅ

平
茸

フ
取
テ
上
ケ
ム
心
コ
ソ
糸
①
ム
ク
付
ケ
①
レ
、
増
シ
テ
便
宜
有
ラ
ム
物
①
ナ
ド
取
ケ
ム
事

コ
ソ
思
ヒ
遣
ル
レ
。

此
レ
ヲ
聞
ケ
ム
人
鵠

二
④
腰
ミ
己
「
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
り
伝

ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。　
　
　
　
　
　
〔術
群

暢
釧
複
髭
〕

①
御
坂

東
山
道
の
官
道
で
美
濃
か
ら
信
濃
に

越
え
る
峠
。
今
の
神
坂
峠

②
懸
ケ

在
任
中
に
農
民
か
ら
徴
収
し
た
財
宝

を
馬
に
積
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

③
懸
橋

険
阻
な
崖
な
ど
に
板
な
ど
を
渡
し
た

橋
④
鉱
　
ｍ師
（は
た
）
の
意
か
。

⑤
旅
籠
　
旅
行
用
の
“
籠

⑥
平
茸
　
き
の
こ
の
一
種

①
送
レ
テ
　
遅
れ
て
の
意

①
フ
タ
メ
キ
　
び
っ
く
り
し
て
の
意

③
不
意
　
思
い
が
け
な
く
。

⑩
云
ハ
ム
方
ナ
ク

い
い
よ
う
の
な
い
ほ
ど
。
多
い
こ
と

の
形
容

⑪
極
キ
　
た
い
へ
ん
な
。
ひ
ど
い
。

⑫
現
二
　
げ
に
の
意
。
ま
こ
と
に
。

⑬
散
卜
　
ど
つ
と
。

⑭
僻
事
　
ま
ち
が
つ
た
こ
と
。

⑮
受
領
　
任
国
に
赴
任
し
て
い
る
国
守

⑩
招
メ

転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
く
ら

い
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
つ
か
ん
で
私
利

を
た
く
ま
し
く
す
る
の
意
。

⑫
御
目
代

現
地
で
国
司
の
代
理
を
す
る
者

⑬
糸
　
い
と
の
意
。
ま
こ
と
に
。

⑬
ム
ク
付
ケ
　
あ
さ
ま
し
い
。

④
物農

民
か
ら
取
り
た
て
る
便
宜
の
あ
る

も

の
。

②
争
ニ

い
か
に
。
ど
れ
は
ど
。
大
そ
う
。



国司苛政上訴例

国 名

尾張

尾張

,炎 F各

和

幡

贅

　

賀

大

因

咤

　

加

尾りk

丹波

lE馬

伯者

伊勢

イ旦馬

近 rII

但馬

讃岐

和泉

和泉

974

987

988

999

1000

1001

1007

1008

1009

1012

1016

1017

1019

1023

1024

1026

1027

1028

1029

1036

1038

1040

1041

兼通

兼家

道長

守解任

守l17任

守解任

不 明

守解任

不 明

不間に付す

守解任 7

不間に付す

陽%任
不受理

不 明

不受理 7

不 明

不 明

守解任

不 明

不 明

【資料 5】 「桓武平氏」系図

橿

【資料9】『延喜式』「臨時祭J   【資料8】 本朝意識を示す文献 l資料7】 「国司苛政上訴」の例

国 目

IIt菫浄
殺害

百姓対間に不参上

表
３
　
本
朝
意
識
を
示
す
文
献

日
本
国
見
在
書
日
録

本
草
和
名

倭
名
類
衆
抄

日
観
集

扶
桑
集

本
朝
麗
藻

本
朝
文
粋

書
　
　
　
名

藤
原
化
世

深
根
輔
仁

源
　
　
順

大
江
維
時

紀
　
斉
名

高
階
積
善

藤
原
明
衡

編

・
著

者

八
九

一
年
頃

九
〇

一
～
二
一
一年

九
二
〇
年
頃

九
四
七
～
五
六
年

九
九
五
～
九
九
年

一
〇

一
〇
年
頃

一
一
世
紀
前
半

成

立

年

代

凡
綺
務
部
キ期

・麒
レ忌
着
。人
死
限
・汁
日
鵬
曝
Ｊ
産
七
日
．六
畜
死
五
日
．産
三
日
．鵬
呼
其
嚇
マ
難
）「ｐ
議
建
哺
臨
践
細
。

凡
弔
縁
「
問
鴇
４
及
到
・山
作
所
一遭
讐
一七
日
法
事
・着
．雖
“身
不

，繊
．而
営
日
不
″可
′恭
日入
内
裏
一　
　
　
　
　
　
　
　
・

几
改
葬
及
四
月
巳
上
傷
胎
．並
忌
・汁
日
一共
二
月
以
下
傷
胎
忌
・七
日
一

几
所
年
賀
蒸
月
大
。沖
賞

新
春
等
祭
前
後
散
齋
之
日
．信
尼
及
重
服
奪
ν情
徒
′公
之
輩
、
不
ν得
レ恭
”入
内
裏
一雖
紅
服
Ａ

致
齋
丼
散
齋
之
日
．不
ｖ得
・恭
入
一自
餘
話
祭
齋
日
．皆
同
・比
例
一

凡
級
ａ無
Ｌ
衛
睛
破
帯

・限
。日
未
稀
。被

′召
恭
入
煮
否
得
積
・祭
事
一

凡
宮
女
懐
雄
者
。散
齊
日
之
前
退
出
．有
・月
事
・者
．祭
日
之
前
．退
凛下
宿
疲
一不
γ得
′上
櫛
弩
其
二
月
．
九
月
潔
鷲

預
前
退
一

出
宮
外
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′　
　
　
　
　
　
　
　
・

凡
甲
虜
有
γ様
．乙
入
ｏ其
虜
稀
染
粍
乙
及
同
慮
人
皆
飼
レ構
雷
“入．・乙
慮
一
只
丙

一
身
月
各
“．同
虞
人
不
魯
笙
電
乙
入
・丙
慮
一

人
皆
鴛
森
彎
丁
入
・丙
慮
・不
γ欝
レ織
．其
昨
・
．
‐
殉
蒻

・之
人
雖
レ非
・紳
事
月
一不
′得
′恭
引著
諸
司
丼
諸
衛
陣
及
侍
従
所
箋

6

長和元

5

寛仁元

3

〔この年道長死〕

夜間放呼
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摂
関
政
治

「欠
け
な
い
満
月
」

藤
原
道
長
の
絶
頂

12人の兒の病死で

1権力の座につく。

黒字は男性

赤字は女性

□□ は人物名の略

数字は天皇の即位順

:摂政・関白になった人物

―― 血縁関係

=臨 婚姻関係

―― 藤原道長の子供

娘に皇子が

生まれず、

苦境に立た

される。

(3代略 )

藤原氏の外孫では |

ない天皇。   「

院政を開始。

Op.42

藤原兼家 誇踏濯羅席務か確
。
R醐認桑難嘗鶴 昌 配製早%3が12七鵬 I歎劃滉

[929-990]  立に成功。986年 、念願の摂政に就任した。以後、関白、太政大臣を歴任し、道長の全盛時代の礎をつくった。

天
皇
の
外
戚
に
な
り
地
位
を
確
立
し
た

藤
原
氏
は
、
道
長
の
時
代
に
絶
頂
期
を
迎
え
る
。

得
意
の
道
長
は
そ
の
栄
華
を

「欠
け
る
こ
と
の
な
い
満
月
」
と
歌
っ
た
。

一　
に
な
っ
た
こ
と
は
な
く
、
摂
政
に
も
わ
ず
か

一　
１
年
し
か
就
い
て
い
な
い
。

藤
原
道
長
は

ま
れ
に
み
る
幸
運
の
持
ち
主

９
６
９
年
、
最
高
位
の
左
大
臣
だ
っ
た
源

高
明
が
藤
原
氏
の
陰
謀
で
大
宰
府
に
流
さ
れ

る
（安
和
の
変
）
と
、
藤
原
氏
に
対
抗
で
き
る

も
の
は
い
な
く
な
っ
た
。

そ
の
後
は
、
一
族
の
間
で
藤
原
氏
ト
ッ
プ

の
座
（氏
長
者
）
を
め
ぐ
る
争
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
日取
終
的
に
勝
利
を

収
め
た
の
が
藤
原
道
長
で
あ
る
。

道
長
は
運
の
い
い
男
だ
っ
た
。
長
男
で
も
二

男
で
も
な
く
、
普
通
な
ら
実
権
を
握
る
の
は

難
し
い
立
場
だ
っ
た
が
、
兄
た
ち
は
疫
病
に
か

か
っ
て
次
々
と
病
死
し
、
朝
廷
の
第

一
人
者

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
道
長
が
本
領
を
発
揮
す

る
の
は
、
ラ）
Ｃ
か
ら
で
あ
る
。

道
長
の
娘
が

后
の
地
位
を
独
占
！

９
９
９
年
、
長
女
彰
子
を

一
条
天
皇
の
後

宮
に
入
れ
、
翌
年
に
中
宮
と
し
た
。

一
条
天

皇
に
は
す
で
に
第

一
皇
子
を
産
ん
だ
正
妻
が

い
た
が
、
道
長
は
あ
え
て

一
帝
二
后
を
承
諾

さ
せ
る
荒
業
に
出
る
。

１
０
０
８
年
に
彰
子
は
敦
成
親
王
（
の
ち

の
後

一
条
天
皇
）
を
、
翌
年
に
は
敦
良
親
王

（
の
ち
の
後
朱
雀
天
皇
）
を
産
ん
だ
。
１
０
１

１
年
に
は
病
床
に
臥
し
た

一
条
天
皇
を
退
位

９
９
５
年
、
右
大
臣
と
な
っ
た
道
長
は
、
同

時
に
内
覧
の
宣
旨
を
受
け
、
以
後
２０
年
も
そ

の
地
位
に
あ
っ
た
。
内
覧
と
は
、
天
皇
に
見

せ
る
文
書
を
先
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
資
格

で
、
事
実
上
の
裁
決
権
を
も
つ
。　
一
方
、
関

白
は
天
皇
の
後
見
者
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
道

長
は
名
を
捨
て
、
実
を
取
っ
た
の
だ
。

さ
せ
、
跡
を
継
い
だ
三
条
天
皇
の
皇
太
子
に

敦
成
親
王
を
立
て
る
。
そ
し
て
二
女
妍
子
を

入
内
さ
せ
、
一二
条
天
皇
の
中
宮
と
し
た
。

こ
う
し
て
娘
の
３
人
を
皇
后

（中
宮
）
に
、

１
人
を
皇
太
子
妃
に
し
、
後

一
条
天
皇
の
時

代
に
は
、
皇
太
子
妃
、
皇
后
、
皇
太
后

盆
則
天

皇
の
皇
后
）、
太
皇
太
后
（前
前
天
皇
の
皇
后
）

を
道
長
の
娘
が
独
占
す
る
。
３
人
の
天
皇
の

外
祖
父
と
な
っ
た
道
長
は
、

３０
年
余
り
も
の

間
権
力
を
振
る
い
続
け
た
。

１
０
１
８
年
、
一二
女
威
子
の
立
后
の
祝
い

の
席
で
道
長
は
、
彼
の
批
判
者
だ
っ
た
藤
原

実
資
に
向
か
い
「
此
の
世
を
ば
　
我
が
世
と

ぞ
思
ふ
　
望
月
の
　
か
け
た
る
こ
と
も
　
無

し
と
思
へ
ば
」
と
り
つ
即
興
の
歌
を
詠
ん
だ
。

得
意
の
絶
頂
だ
っ
た
の
だ
ろ
Ｒ̈

道
長
は
１
０
２
７
年
に
没
す
る
が
、
正
室

の
倫
子
が
産
ん
だ
頼
通
、
教
通
も
、
そ
れ
ぞ

れ
摂
政
や
関
白
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の

娘
は
い
ず
れ
も
男
子
に
恵
ま
れ
ず
、
摂
関
政

治
は
こ
の
代
で
終
焉
を
迎
え
る
。

承
雀

す
朱

ご
後

てい し

禎子内親王

ご 。ヽちじょう

後一条

』
条

あ
三

ご
後

天皇家と藤原氏の関係

40


